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縣
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製
鏹 

會
社
の
生
*
费
を
f
查
し
^
る
も
戰
爾
に
於
び
る
我1̂ 

斯
業
界
の
發
浼
幼
雅
に
し
て
十
分
の
材
料
を
得
ざ
る 

も
、
今
二
三
繼
所
に
於
け
る
織
輝
並&

塊
、
侧
片 

に
J-
す
る
生
爺
费
を
M
る
R
鉄
微
の
生
產
^
は
八
幡
製 

鐡
所1

一
十
三
圓
九
餞
五
屈
、
釜
石
阳
中
製
鐵
所
ニ
十
七 

圆
三
十
餞
、
東
洋
製
銑
二
十
五
圓
四
十
五
餞
な
り
、
內 

签
石
製
鐡
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又
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す
、
太8
亂
孩
疲
«
 

せ
る
聯
合
諸
國
u
'w
b

v
は
*
肆
談
の
/2
め

の

諸

エ

樂
 

は
一
朝
に
し
て
究
了
す
る
事
鐵
束
な
か
る-べ
，
し

、
.
ょ

し

此
.

の
事
可
能
f

ヒ
す
る
も
我
國
.鐵
偾
は
僅
々
十
莴
噸

\

の
米
鐵
の
輸
入
に
_

6

’
て

崩

^

る

 

>如

き

憐

れ

な

.る

有 

樣
な
り
ヽ
近
來
エ
業
協
會
等
が
斯
業
の
保
饑
を
政
府
化 

歎
願
し
つA

あ
る
栌
鐵

»

#

に
對
す
る.

1

#

«
當
；̂
本 

邦
の
關
栊
は
一
圓
に
し.て
.世
界
中
最
高
な
る
支
那
の 

圓
五
十
餞
に
瓯ぐ
の

現
狀
な
る

を
»
で

.是

を

十

圓

义

は
 

|
f

十
圓
位
に
引
上
ぐ
る.は
：難
事
な
る
ぶ
ぐ
結
屌
資
本
.の 

合
同
ょ
b
,經
费
.の
節
約
を
計
る
な
ら
ん、

.

.
農

商

務a
の
調
査
に
ょ
れ
ば
官
營
八
幡
，製
鐵
所
を
除 

き
本
邦
製
鐡
事
業
の
數
ば
昨
年
六
月
の
調
査
に
於
て
劍 

立
中
並
に
計
畫
中
の
主
な
る
も
の
を
加
へ
て
大
小
 
一
W
 

に
塑
ん
ビ
し
其
の
資
本
總W
は
實
G
三
世
三
千
與
圓
に 

a

l

s

i

s斯
く
て
本
邦
製
鐵
能
カ
は
天1
1|
咩
拉 

は
官
營
八
幡
製
鐵
所
を̂-
へ”そ銑
鐵
ニ
年
細
鐵

笫

十

三

卷

(

八九主

)

雜
錄
製
鐵
生
捧
搜
に
躕
す
る
調
査

疼

%
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1

11

十
八
萬1

一
千
噸
に
過
ぎ
ざ
り.し
も
の
大
IE
六
年
度
に 

は
銑
鐡
五
^
翦
ー
千
*
鋼
鐵
五
十
二
萵
九
千
噸
に
進
み 

鉄
、
鋼
共
に
戰
前
の
約a
倍
に
：增
進
せ
6
、
大
正
七
年 

设
に
於
て
は
銑
鐵
七
十
薜
六
千̂

ヾ
鋼
^

九
十
一
ー
馮
七 

中
噸
^
上
る
見
込
み
に
む
.て
、
爾
後
逐
年
遞
增
し
ニ
三 

:

年
の
後
に
は
_
鐵
西
五
十
^
@
:の
：生
產
を
見
、;'
'や
が
.て
： 

自
給
の
域
に
達
し
#
る
豫
想
な
b
と
、
楚
等
大
小
一〗

H 

に
垂
ん
t
す
る
會
社
が
一
樣
に
圆
滿
な
る
發
達
を
遂
げ 

今
後
豫
笼
通
b
に
迤
埗
ず
る
^
す
れ
ば
邦
家
の
爲
め
喜 

ぶ
ベ
I
事
な
る
が
粜
し
：て
今
後
能
く
其
；の
存
立
を
完
ふ 

し
#
る
や
否
や
大
に
疑
闕
の
存
す
る
.所
に
し
て
今
日
旣 

に
數
會
社
の
事
業
困
難
に.陷
れ
令
あ
り
、':
推
し
て
將
來

に
不
良
な
b

き
'、.
時
局
以
來
起
办
た
る
太
小
幾
多
の
製 

鐡
會
社
が
：盡
く
鑤
僧
の
暴
騰
に
乘
じ
た
る
睽
は
物
的
の 

計

晝

，
な

り
ビ
は
思
は
ざ
れ
ど
も
、
そ
れ
に
し
て
も
小
规 

模
の
も
の
、
多
き
は
殊
に
遺
慽
ビ
す
る
所
な
‘る
べ
し
、

.

戬
前
ょ

.C
V

蒋
す
る
も
の
、
及
び
近
時
計

*

せ
ら

.'

れ

.
た

る
 

も
の
、
中
、
稍
見
る
べ
き
も
の
は
：、
釜
石
鐡
山
"
仙
人 

:

鐵
山
、
三
菱
の
兼
ニ
浦
、
大
倉
組
の
本
溪
湖
、
滿
鐡
の 

鞍
山
姑
、
及
東
洋
製
鐵
等
僅
か
に
數
指
を
屈
す
る
^
過 

ぎ
す
、
其
他
の
も
の
に
至
り
て
は
、
世
上
の
記
臆
に

#

 

せ
ら
せ
ざ
る
も
の
多
し
、
前
出
農
商
務
遒
の
調
资

K

も 

示
す
が
如
く
、
事
業
者
の
數
は
一
一

W

に
近
く
其
の
資
本 

金
額
三
億
三
千
萬
圓
な
る
を
以
て
、
平
均
一
事
業
の
資

R
想
倒
す
る
時
は
隨
分
心
細
き
も
の
あ
办
て
存
す
る
な
一
本
額
は
僅
か
に
西
五
.六
十
离
圆
0
小
额
に
過
ぎ
ず
製
鐵 

に
、:.
:

:
::
•

事
業
の
如
き
は
、
其
の
性
質
上
大
规
模
な
る
を
要
す、
_ 

戰
前
に
於
け
る
本
邦
の
製
鐵
事
業
は
極
め
て
幼®
な
親
模
の
大
小
に
依
り
て
生
產
费
に
著
し
&
相
違
を
及
ぼ

る
も
の
な
り
气
官
營
八
幡
製
鐵
所
を
除
き
て
は
親
模'
 

す
も
の
な
る
事
は
：特
別
の.說
明
を
要
せ
ず
、

.

:

b

o齡
{
其

f—

て
ば
亦
'

1

へ讓
本邦
戍

I

镑

の

：生

產

十

分

丨

ら

ず
.
、
' &

り

辕

石

も

靡

I

1
泰
_
|
I

!

靈
I
1I
_

1
j
i
1

m
'4

豪

m
m
'M
S
p

!

|
€

I
I

I
I

|

I，
I：

I

合
に
貧
鑛
が
多
く
此
の
點
に
.於
て
不
利
益
の
地
位
に
在 

.

る
も
の
ど
謂
は
ざ
る
を

#

ず
、：
本
邦
の
勢
カ
_
內
な
る 

丨
朝
鮮
及
び
滿
洲̂

於
て
は
相
當

*

の
潋
鑛
が
ぁ

h

、
殊 

R

隣
邦
支
那
に」

於
て
は

.

_

魔
無
限
ビ
獬
せ
ら
れ
：、
鑛
質
：
1 

又
優
良
な
'6
も

の

多

し

、
：
是

等

を

利

用

す

る

と

せ

^

必 

彳
し
も
原
激
の
供
縦
如
何
を
輝
ふ
る
の
必
恶
は
無
し
、;

.
 

「

彼
の
&
屢
が
殆
ざ
自
國
に
原
鑛
の
產
出
な
く
し
て
魏 

鐵

ニ

百

三

四

十

萬

噸

の

生

產

を

な

し

、
，
又

英

國

が

所

要

.
_
 

鐵8

の

五

割

以

上

を
#

外
ょ
り
輸
入
し
届
る
事
實
に
徵： 

: :

す
る
も
他
の
倐
件
に
し

"

て
具
備
さ
，れ
た
る
以
上
、
原

鑛

| 

'

產
出
の
如
何
は
差
し
た
る
問
題
に
非
ず
，

.

現
に
八

«

官
:

|

營
製
鐵
所
の
如
き
所
要
の
半
額
以
上
を
支
那
大
冶
鑛
山

| 

に

仰

ぎ

つ

、

あ

る

な
り
、
. 

\

又
製
織
上
必
要
缺
く
ベ
か
ら
ざ
る
石
炭
は
如
何
と
い

へ
ふ
^
へ
製
鐵
用
孖
炭
ば
普
通
の
石
炭
^
て
ば
不
可
に
し
一

て
骸
炭
用
石
炭
を
使
用
す
る
事
を
要
し
、
此
の
骸
炭
用

石
炭
袖
日
本
に
は
誠
に.少
な
き
も
、，®
亦
原
'*
同
檨
滿
-'

第
士 

S
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八
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0

錄

製
鐵
生
逄
桴
關
す

洲
及
支
那
に
補
給
を
仰
ぎ
得
ベ
ぐ
必
す
し
も
缺
艺
を：ff 

ふ
る
如
き
事
は
無
か
：るVへ
&
も
、
歐
米
諸
國
に
於
て
は. 

タ
ー
ル
工
業
.發
逄
し
居
ぅ
、
製
鐡
所
は
コ
ー
ク
ス
の
副 

:
:產

物

に

依

て

多

大

の

收

益

を

擧

げ

居

る

に

反

し

我

國

.に 

於
て
は
尙
ほ
未
だ
之
れ
が
幼
雅
な
る
ビ
我
が
製
鐵
會
社 

の
大
部
分
は
設
備
舊
式
な
る
ヒ
の
爲
め
此
の
副
産
物
を 

取
る
に
到
ら
中
、
從
て
コ
ー
ク
ス
代
が
高
價
に
當
.る
不 

，利
益
あ
、
之
れ
が
鴆

め
製
鐵
の

‘生

産

*

も

高

價

に

付
 

■'
く
_
な
タ
、
此
の
外
我
國
の
生
產
費
が
海
外
に
比
し
高 

價
に
つ
く
譯
は
海
外
^
於
け
る
主
本
る
製
鐵
會
社
の
多 

く
は
鑛
山
、
炭
山
を
所
有
し
又
假
命
其
の
鑛
山
、
苦
く 

-

は
炭
山
の
距
離
遠
隔
な
る
も
の
も
あ
れ
ど
鐡
道
船
舶
等 

を
所
有
せ
る
を
以
て
鑛
石
、
石
炭
等
は
極
め
て
安
價
に 

て
.
#居
る
な
A
、
米
國
の
如
き
に
在
り
て
は
、
隨
分
遠 

距
離
に
鑛
山
若
く
は
炭
山
を
所
有
す
る
會
社
あ6
て
、

ミ
ン
ネ
タ
の
山
奧
ょ
令
ピ
ッ
ッ
バ
ー
グ
迄
千
餘
嘿
を
搬 

出
す
る
哒
其
の
、運
賃
は
我
が
签
«
製
鐵
所
が
北
海
道
ょ 

々
調
_

.,
'

'

-

:

:
.

第
取
號
"
V
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看

(

八

九

八〕

雒

、錄
製
鐵
生
囊
レ
關
す
る
調
登 

!)
,«-
;
人

が

、
'石
炭

運

賃

ょ

り

も

割

安

め

付

ぐ

，有

樣

な

&

^

る
に
我
國
の
民
間
會
社
^

« '

り
て
.
は
鑛
、
聚
、
船
舶
- 

等
の
全
歡
を
所
有
す
る
も
の
無
く
、
又
此
の
何
れ
か
一 

つ
を
所
肓
す
る
も
の
さ
へ
極
め
て
»
:
沈
き
有
樣
な
れ
ば 

原

料

連

賃

義$
9

浮
沈
に
_

せ
ら
S

S

用

ノ
 

I
，ミ
：
''.'::.''， 

笫七號九六
 

M

賃

市

場

，に

左

右

せ

：ら

れ

ざ

る

事

e

 

.

が
生
‘

藤
费

^

低
下
‘
 

せ
し
ひ
る
に
就
き
で
必

©

#

る
ば
論
を
俟
尺
中
、

ゾ
我
が
製
鐵
業
の
生
產
毀
が
海
外
の
そ
れ
に
比
し
て
高 

M
に
f

不
利
益
な
る
事
情
ft
力
耍
左
の
ff
i
り
な
る
が 

|
;̂
我
國
は
比
軟
的
水
カ
，に
富
み
、
.水
力
電
氣
を
利
用

京
^
連
賃
共
に
市
場
の
&
狄
k
古
本
セ
？
ぐ

玉

ン

必

月
 ̂

3 

g 

t
: 

i
i
s

し
て
も
少
し
も
£

|

る
事
無
し
、
.恭

し
，.
し
得
る
の
地
f

f

 

I

I氣
製
鐵
に
於
て
相
當

、

' 

1 

I

丨
，

». 

» 

k
_
F 

I r 
m
.
 

k

L

\
 

. 

%

/
.

、

：

.-- 

V 

.

.

. 

r̂
ai
»

r

V

.
'

原
料
が
會
社
の
所
#
鏘

山

ょ

り

出

で

而

し

て

典

の

.
鑛

山 

が
手
近
か
に
所
在
す
れ
ば
简
ほa
て
便
利
な
る
^
な
れ 

ど
も
、、
例
分
遨
隔
の
地fc
‘在
る
を
.も
會
社
所
有
の
鐵
逾 

哲
ぐ
は
船
舶
に
0
h
y
て
述
搬
す
る
^
を
#
ば
所
有
鑛
山 

W

手
近
が
に
所
在
す
る
場
合
と
經
濟i

大
な
る
相
異
あ 

ら
ざ
る
な
b
、
‘我

;̂
製
鐡
會
社
に
あ
b
て
も
其
の
X
場 

.の
^
在
她
に
依
り
て
は
內
地
に
て
鑛
石
又
は
石
^
若
く 

は
ユ
ー
ク
ス
を

M

X
る
ゝ
：に
比
し
蘭
領0;
セ
1
べ
ス
ょ 

:

b
鑛
呑
を
買
ひ

西

^

^

亜

ょ炭
を
貰
ふ
方
却
•て
割
 

安
^
る

事
あ
，k
、
斯
の
她
き

有
薇
な
る

幺
以
で
原
料
を 

展
：る
翁
所
ぬ
隔
b
g;
.る
.ビ
'も

恢

給

暈

校

對

す

る

.安

定

S

の

便

觉

あ

るベ
.く
思
は
る
、
即
ち
水
力
電
氣
を
旺
ん{£ 

製
鐵
に

SS
用
す
る
.事
に

な

.らは

^
.國
の
r
,
^
. れ
多

.は 

著
し

く
減
ず
る
に
到
る
べ
し
、
我
國
に
は
今
日
运
の
部 

«
に
據
れ
ば
水
カ
電
氣
を0
し
#
ベ
き
水
力
は
約
四
®
 

m

l
ぁ

る
が
尙
ほ
十
分
に
調
赍
せ
ば
或
は
五
百
离
縣 

力
二
達
せ
ん
も
知
れ̂

ヒ
云
ふ
今
恭
し
此
のB
-r
-
Ĥ
ル 

*
の
半
ば
を
製
鐡
に
使
用
す
る
事
を#
ば

、

一
ヶ
年
ユ
ハ 

首

晨
^
の
鐵
を
^
む

得

ら

る^
云
ふ
、
¥
し
1:
^
の
& 

合
！

J

於
で
も
.勿
論
石
歡
を
多
少
は
，使
用
せ
ざ
る
ベか
ら

； 

ざ
4

1
、
其
#
量
ば
普
通
骸
炭
銑
働
を
.造
る
場
合
は
比 

し一

一1

分
e>
一
 

に
で
濟
む
譯
な
る
が
故
に
歐
讲
全it
.に
て

i

^

n

n

n

I

l

l

l

f
i

i

^

n

n

U

S

I病7

水

力

の

'便
用

し

#
ベ
、き
も

の

が
'四
.千

海
馬
力

*
り

.と

云

有

す

：る

：も

熔

鑛

爐

の

.規

模

を

大

に

し

て

石
聚
若

く

本
コ

ふ
に
我
が
日
本

♦

か
一
ヶ
國
に
て

.

斯
か

h

る
多
量
の
水
力
を 

有

し

居

る

事

は

實

に

我

國

，
の

天

惠

と

云

ふ

，
べ

く

、

斯

の

.

-

如
き
天
惠
を
有
す
_る
我
國
に
於
て
今
後
大
に
.‘水
カ
電
氣 

製
鐵
事
業
を
旺
ん
な
ら
し:0
.る
事
は
大
切
な
る
時
務
にI 

屬

す

べ

し

タ
'

:
.
:」

要
す
る
に
現
在
彼
我
の
生
產
费
に
於
七
旣
に
擧
げ
た

I 

る
が
如
く
、
銑
鐵
の
生«

«
は
我
國
の
九
に
對
し
海
外I 

製
鐵
會
社
は
六
に
當
る
位
の
相
違
あ
り
と
雖
も
之
れ
即

j 

ち
原
料
其
の
他
の
條
件fc
對
す
る
相
違
に
し
て
若
，し

我'一, 

が
製
鐡
會
社
が
此
等
總
て
の
條
件
を
改
曳
す
る
に
至
ら
一 

ば
外
國
製
鐵
會
社
の
生
產
費
位
に
引
下
げ
得
ら
る
べ
く

 ： I: 

運
貨
關
稅
を
■負
擔
す
る
輸
入
外
鐡
に
對
し
競
爭
上
有
利

\

, 

の
驰
位
に
立
つ
を
得
べ
し€
雖

も

製

鐵

上

の

總

.て

の

條 

件
の
改
良
は
大
に
資
金
問
題
を
伴
ふ
譯
な6
、
即

ち

舊
. 

式
の
設
備
を
新
式
の
も
の
に
變
觅
す
る
も
、
鑛
山
、
炭 

山
を
所
^
す
る
も
、
將
又
、
鐵
道
を
布
設
し
船
舶
を
所

第
-
H

i

1
ク
：
ス

の

使

用

量

：
の

節

約

を

計

：
る

も

、

コ

.
1ク
ス
の
撕 

產
物
を
.得
る
も
、
若
く
は
水
力
電
氣
を
利
用
し
て
製
鐡 

す
る
も
.、
總
て
が
資
本
問
題
の
解
決
に
俟
づ
ベ
き
案
件 

た
り
、
然
る
に
原
料
の.供

^

、
技

*

、
を

產

員

罾

の

點

に
 

於

て

經

濟

的
'に
存
立
の
覺
束
な
き
現
在
の
我
が

0
^
M 

鐵
，業
者
が
現
狀
維
持
の
侮
に.て
推
移
せ
ん
と
せ
ばi

 

非
常
に
不
利
益
の
狀
態
に
陷
る
べ
き
は
想
像
す
る
に，^
 

か
ら
ざ
る
.な
5
.
0

-
-
-

-
-

-
-

-
-

-

-

-

--

-

-
-
-
-

ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
の
價
値

論

に

就

い

て

(

5

'

伽

田

忠

f s

ニ

、

ス
3
.ス
愤
値
論
.<0
/

#
領(

前
號
所
紙)

.
'

V
】

1
、
へ
ス
：与
ス
：似
値
論
ぬ
本
質(

本
钺
.所
贼
>

(

八
允
々)

：

：

雜

.

錄

ア

グ

t

ズ
ミ
ス
-の
如
猶
論
k
就
い
•て
.
.
.
.
.
.：

满

七

號

.

九
七
‘


